
Hyogo Prefecture

主な活動 1/12（金）～1/15（月）
珠洲市全体の避難所の実態、支援ニーズ、衛生状態等の把握
兵庫県が、他自治体を含む全体を統括し、担当地域割り等を調整
○避難所/避難者数 72カ所 3,212名［1月15日時点］
○チーム人数 11自治体 37名［1月15日時点］
［兵庫］兵庫県､神戸市､尼崎市､丹波市､南あわじ市､多可町
［都道府県］千葉県､福井県 ［市町］浜松市､越前市､熊本市

オール兵庫県による避難所支援（珠洲市健民体育館） 第２陣
（兵庫県６名､神戸市６名､尼崎市2名､丹波市2名､多可町２名）

道路の仮復旧が進展しているものの、12日～14日は降雪のため、
市西部等へのアクセスが困難に。
崖崩れや道路上のガレキにより、大型車での物資輸送が限られる。
電気の復旧は進んでいるが、上下水道の復旧は長期化する見込。
そのため、入浴やトイレ、ゴミ処理等の要望が増えている。

２週間が経過し、精神的･肉体的に疲弊している避難者・市役所職員
へのフォロー、継続的な支援体制構築のための応援職員の拠点整備
学校再開に向けた避難所の移設･統合への対応など、きめ細やかな
情報提供、多様化するニーズへの対応
本格化する降雪への対策、感染症対策(新型ｺﾛﾅ､ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ､ﾉﾛｳｲﾙｽ）等

第2陣からの新たな取り組み
し尿処理支援チームと連携した避難所の衛生状況調査

（し尿処理・ゴミ処理）

新

朝の全体ミーティング

避難所ヒアリング

し尿処理・ゴミ処理の現況調査

積極的な避難所への情報提供
(医療相談窓口、救護所開設、２次避難についての案内など)

02 珠洲市の被災状況、避難所の状況

01

03 今後の課題



Hyogo Prefecture

令和６年度能登半島地震に係る
災害派遣精神医療チーム「ひょうごＤＰＡＴ」先遣隊派遣

１ 先遣隊派遣の概要
・厚生労働省が運営するDPAT事務局から、本県に
先遣隊の派遣要請があり、１月９～13日に先遣
隊を派遣

・活動拠点本部の指示を受け、輪島市門前地区の
精神科医療の状況の確認・患者対応、輪島市
DPAT指揮所を他県DPAT隊と協力して立ち上げ等
を実施

【活動期間・地域】

県立ひょうごこころの医療センター
（３名：医師、看護師、精神保健福祉士）

２ 活動地域の状況等

３ 今後の方針等

・石川県DPAT調整本部（石川県）への派遣（1/23～）

・避難所等への派遣

【派遣チーム】

１月９日(火)～12日(金) 輪島市門前地区

１月12日(金)～13日(土) 輪島市（指揮所・市役所）

【輪島市役所 門前総合支所】
地元の保健師や開業医と連携し、
依頼のあった避難所と障害者施設を訪問

【輪島市役所にDPAT指揮所を立ち上げ】
・輪島市役所に活動の
拠点となる指揮所を、
他県DPAT隊と協力
して立ち上げ

・DMATとともに
障害者施設を訪問


